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皆さん、おはようございます。今回と次回は、「努力」について考えます。 

私たちはよく「もっと努力しろ」「頑張れ」と言いますし、言われますが、今日は

「努力とは、ただ頑張ることではない」という話をします。もちろん、勉強でも、部

活動でも、仕事でも、努力すること、頑張ることは必要です。何かを身につけようと

すれば、面倒なことや負担の大きいことから逃げずに取り組まなければならないし、

簡単にはできないことを何度も繰り返すことも必要です。うまくいかなくてもすぐに

諦めず、続けなければならない時もあります。だから、全く努力をしていない人は、努

力してください。 

しかし、それでも私は、「努力」「頑張る」という言葉を、無条件に素晴らしいもの

とは考えていません。なぜなら、この言葉は時に、「考えること」をやめることにもな

りかねないからです。 

努力という言葉を辞書で引くと、「ある目的のために力を尽くして励むこと」と説明

されています。ここで大切なのは、「ある目的のために」という部分です。努力は、そ

れ自体が目的ではありません。目的に近づくための手段です。当たり前のことのよう

に聞こえるかもしれません。しかし、私たちは、時々、この当たり前のことを忘れて

しまいます。 

まず第一に、「努力の大きさ」を誇ってしまうことです。負担が大きいほど、立派な

努力だと考えてしまうことがあります。勉強せずに成績が上がることはありません。

練習をせずに上達することもありません。まずは、取り組まなければ何も始まりませ

ん。だからこそ、私たちは、長い時間勉強している人、疲れ切るまで練習している

人、眠る時間を削って頑張っている人、休まずに続けている人を、高く評価します。

しかし、負担の大きさは努力の正しさを証明するものではありません。長い時間をか

けても、目的に近づかないことはあります。疲れ切るまで頑張っても、かえって長続

きしないこともあります。耐えること自体が、正しい努力ではありません。「今、自分

の努力はただの『作業』になっていないか？」と、その努力が本当に有効なのかを

「考える」ことが必要です。 

第二に、何かがうまくいかない時、簡単に「努力が足りない」と思ってしまうこと

があります。成績が上がらない。部活動で上達しない。生活習慣を変えられない。そ

のような時に、「努力が足りない。だから、もっと頑張る」と考えてしまう。あるい

は、他の人に対しては「まだ努力が足りない。もっと頑張れ」と言ってしまう。もち

ろん、多くの場合それは正しいことですが、もしかしたら方法が合っていないのかも



しれません。何かが抜けているのかもしれません。疲れているのかもしれません。一

人で悩まずに、誰かに相談したほうがよいのかもしれません。そもそも、その目標自

体を見直したほうがよい場合もあるかもしれません。「努力が足りない。だから、とに

かく頑張る」。この考え方は、とても分かりやすいものです。しかし、分かりやすいか

らこそ陥りやすい落とし穴です。その一言で、本当の原因を「考える」ということを

しなくて済むからです。 

第三に、自分は努力しているという事実だけで、安心したり満足したりすることが

あります。自分はこんなに頑張っている。これだけ勉強している。毎日休まずに練習

している。だから、自分はやるべきことをやっていると思いたくなる。しかし、頑張

っているというだけで、そのやり方まで正しいことにはなりません。努力している自

分に満足すると、今のやり方が本当に有効なのかを「考える」ということをしなくな

ります。テストの点数を上げたいのに、意味を理解せずに丸暗記ばかりを繰り返して

いる。部活動で上達したいのに、自分の弱点やフォームを見直さず、ただ練習時間を

消化している。そのようなことはないでしょうか。同じことを続けたり繰り返したり

するのは、大きな負担かもしれませんが、ある意味では簡単です。深く考えなくて

も、今までと同じことを続ければよいからです。勉強時間を増やす。練習回数を増や

す。休む時間を減らしてさらに自分を追い込む。それだけなら、やり方を変えなくて

もできます。 

この三つに共通していることがあります。それは、「努力」「頑張る」という言葉に

よって、「考える」ということをしなくなることです。 

ただし、考えることが大切だからといって、あれこれ考えてばかりで、結局、何の

行動も、取組もしないのは意味がありません。それは努力をしていないことと同じで

す。まず取り組んでみる。うまくいかなければ、その原因を考える。そして、必要で

あればやり方を変えてもう一度試す。人に尋ねる。助けを求める。場合によっては、

休む。時には、やめることも考える。そのように考えることと行動することを繰り返

す。それが必要です。 

努力は、目的に近づくための手段です。だから、自分の努力が、本当に有効な手段

になっているのかを考えなければなりません。場合によっては、自分が続けてきたこ

とが、目的に近づかない無駄な努力だったと認めなければならないこともあります。

それは簡単なことではありません。時間をかけてきた人ほど、これまでの自分を否定

されたように感じるからです。 

ただし、ここで気をつけなければならないことがあります。他人の努力を簡単に

「無駄な努力だ」と決めつけてよいわけではありません。他人には、他人にしかわか



らない事情や意味があります。「無駄な努力」という言葉は、他人ではなく、自分自身

を見直すために使う言葉です。 

また、自分にできた努力を、他人にも当然のように求めてはいけません。自分は我

慢できた。自分は休まずに続けた。自分は大変な中でも頑張った。だから、他の人も

同じようにできるはずだと考えてしまう。しかし、同じことをしていても、感じる負

担は人によって違います。自分にとって自然にできることが、他の人にとっても簡単

であるとは限りません。 

努力は必要です。しかし、努力は、それ自体が目的ではありません。目的に近づく

ための手段です。だからこそ、自分の努力が本当に有効なのかを問い続けなければな

りません。ただ頑張り続けることよりも、自分の努力を疑うほうが面倒です。これま

での自分のやり方が間違っていたと、認めなければならないこともあるからです。 

その一番面倒な「考える」ということから逃げない。それが、本当の努力ではない

かと、私は思っています。 

 

 


